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＜社会実装への可能性＞ （３点以内）

廃棄物・未利用物をエネルギーや肥料として、地域活性のために持続的に
循環利用するバイオガスプラントを中心としたシステムを産官学連携でつくる。

- 要素技術の組合せと社会実装
（社会技術の実践）

- システム導入効果の定量評価
（新規事業立ち上げの動機付け）コ
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- 地域特性に応じたバイオガス化

システム設計と評価 （牛ふん、豚ふん、
生ごみ、食品廃棄物、下水汚泥など）

- FIT終了後のバイオガス利用技術

（地域電力、ガス利用、液体燃料化）

- 高付加価値型液肥利用技術

（濃縮、肥効成分の抽出、高付加価値植物栽培）
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地域にあったオーダーメードのシステム設計
バイオガスと液肥を
用いた施設園芸（高付加価値作物）

六次化機能を有するメガファーム
と集住化（地域電熱併給システム）

エネルギー、資源の自立向上の
自治体運営（安全・安心）

バイオガスプラント
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植物栽培 飼料利用（海洋養殖など）

微細藻類の培養 高付加価値物質

エネルギー及び飼肥料の自立 と CO2ネガティブエミッション
を同時に達成

エネルギー CO2
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FIT終了後を想定
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